タゲンゴ シャカイ ニオケル ゲンゴ センタク ト リョウイキ domain ノ カンケイ ルクセンブルク ノ キョウカイ オ ジレイ トシテ by 木戸, 紗織
  
氏     名   木戸 紗織 
学 位 の 種 類   博士（ 文学 ）  
学 位 記 番 号   第 ５８６７号  
学位授与年月日   平成２５年  ３月２１日 
学位授与の要件   学位規則第４条第１項該当者 
学 位 論 文 名   多言語社会における言語選択と領域（domain）の関係 
―ルクセンブルクの教会を事例として― 
 
論文審査委員   主 査  教授 神竹 道士    副 査  教授 福島 祥行 
          副 査  教授 三上 雅子 
 
 







































 分析を行なうに際しての方法論としては、ギレス（P. Gilles, 2009）が導入した「媒体手段ダイグ
ロシア」の概念に「上位変種」と「下位変種」の概念を加えた重層的な多言語併用という考えを取り
入れたフェ－レン（F. Fehlen, 2009）の仮説に大きく依拠しているが、論者が実施した教会領域で
の調査から、フェ－レンの主張とは異なる、あるいはより複雑な言語選択がみられるという結果が判
明した。即ち、話し言葉としてのルクセンブルク語、書き言葉としてのドイツ語、話し言葉・書き言
葉共に上位変種としてのフランス語の関係性が、調和を持って選択されるのではなく、「対話者」に
応じて三言語が話し言葉や書き言葉のどちらにもなりえて、しかもドイツ語が上位変種として確たる
地位を確立していることがわかった。しかも三言語併用とフランス語のみの単言語使用という二極分
化がみられ、今後この二極分化はさらに拡大するというこれまで誰も指摘しなかった新たな第三の可
能性が導き出された。教会領域に限定されるとはいえ、ルクセンブルクの三言語併用体制の将来像を
示唆する貴重なデータを本論文は提供している。 
 ギレスが導入した「媒体手段ダイグロシア」の概念に関しては、すでに日本でも同分野における研
究者によって用いられることがあるが、本論文でも指摘されたようにワインライヒの function の定
義との関連性を排除するわけにはいかない。本論文では実証的分析に重きが置かれているが、当該分
野での方法論を確立するうえでも、理論的枠組みを今一度精査する必要がある。しかし、このような
方法論上の課題があるとはいえ、ルクセンブルクという三言語併用社会での言語選択と教会領域での
実態調査から全く新たな知見が得られている。この点、本論文が持つ学術的価値は高いと言える。 
 総じて、本論文の意義は、従来の多言語社会の研究対象にあらたにルクセンブルクの三言語併用社
会を加え、これまで一度も実証的な調査が行われなかった教会という領域を独自の調査によって果敢
に開拓した点にある。本論文で提示された調査結果は、今後社会言語学の中でも多言語社会の研究分
野において、極めて貴重なデータとして高く評価されるものと期待される。 
 
